
  

６
月
３０
日
午
前
１１
時
４５
分
か
ら 

柏
原
市
役
所
前
・
大
和
川
河
川
敷
に

お
い
て
奈
良
か
ら
大
阪
へ
の
２
０
２

２
年
国
民
平
和
大
行
進
の
引
継
ぎ
集

会(
写
真)

が
１
２
０
人
の
参
加
で
実

施
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
集
会
に
は
、
大
阪
平
和
委
員

会
か
ら
上
羽
事
務
局
長
と
吉
田
一
江

事
務
局
次
長
の
二
人
が
「
大
阪
平
和

委
員
会
」
の
幟
を
も
っ
て
参
加
し
ま

し
た
。 

集
会
後
、
８０
人
が
様
々
な
団
体
・

組
織
の
幟
を
も
っ
て
八
尾
市
役
所
ま

で
歩
き
ま
し
た
。
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ

ク
ラ
イ
ナ
へ
の
侵
略
が
開
始
さ
れ
て

４
カ
月
以
上
経
過
し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

へ
の
連
帯
を
表
す
た
め
ウ
ク
ラ
イ
ナ

の
ミ
ニ
国
旗
を
身
に
着
け
た
女
性
が

い
ま
し
た
。 

小
学
校
の
横
を
通
っ
た
際
に
は
、

校
庭
か
ら
小
学
生
が
手
を
振
っ
て
く

れ
ま
し
た
。 

７
月
７
日
ま
で
の
８
日
間
、「
日
本

政
府
は
核
兵
器
禁
止
条
約
へ
の
署

名
・
批
准
を
！
」
「
核
兵
器
の
廃
絶

を
！
」「
ロ
シ
ア
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の

侵
略
を
止
め
よ
」
と
訴
え
な
が
ら
兵

庫
県
へ
の
引
継
ぎ
ま
で
大
阪
で
の
行

進
が
続
き
ま
し
た
。 

        

 
 

 

 

６
月
初
の
全
国
大
会
で
大
阪
は
仲

間
づ
く
り
で
下
記
の
通
り
数
々
の
部

門
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

◇
都
道
府
県
部
門 

「
平
和
運
動
」
誌
読
者―

実
増
ベ
ス

ト
１(

１２
部)

 

◇
地
区
・
基
礎
組
織
部
門 

会
員―

新
た
に
実
増
で
会
員
１０
人
以

上
の
仲
間
を
迎
え
た
都
島(

２１
人)

、 

平
和
新
聞―

新
た
に
実
増
で
５
人
以

上
の
購
読
者
を
迎
え
た
堺(

７
人) 

◇
個
人
部
門 

・
会
員
（
１０
人
以
上
）
上
野
と
き
こ

(

都
島)

２２
人
、
上
羽
治
雄
１８
人 

・
会
員
（
５
人
以
上
）
近
藤
正(

旭

区)
 

９
人
、
竹
中
三
子(

都
島)

６

人
、 
長
谷
川
孝
子
、
黒
田
安
彦(

と

も
に
東
住
吉)
 

５
人  

・
平
和
新
聞
・
「
平
和
運
動
」
誌 

あ
わ
せ
て
１０
部
以
上 

上
羽
３３
部 

 

５
部
以
上 

上
野
と
き
こ
６
部 

亀

井
明
子(

堺)

・
黒
田
安
彦(
東
住
吉)

 

５
部 

◆
機
関
紙
コ
ン
ク
ー
ル―

地
域
版 

優
秀
賞 

八
尾
平
和
委
員
会
、
努
力 

賞 

旭
区
〃
、
西
淀
川
〃
、
、
東
住
吉

〃
、
天
王
寺
〃 

◆
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
部
門 

 

優
秀
賞 

大
阪
平
和
委
員
会 

  

  

６
月
２９
日
、
３０
日
の
日
程
で
、
ス

ペ
イ
ン
・
マ
ド
リ
ー
ド
で
行
わ
れ
る

Ｎ
Ａ
Ｔ
０
首
脳
会
談
を
前
に
、
Ｉ
Ｐ

Ｂ
（
国
際
平
和
ビ
ュ
ー
ロ
ー
）
な
ど
か

ら
呼
び
か
け
ら
れ
た
「
２４
時
間
平
和

の
波―

軍
事
化
ノ
ー
、
協
力
イ
エ
ス
」

に
呼
応
し
た
日
本
で
の
行
動
が
６
月

２６
日
正
午
～
１３
時
「
ロ
シ
ア
は
侵
略

止
め
よ
、
国
連
憲
章
守
れ
、
核
兵
器
使

う
な
・
な
く
せ
、
岸
田
政
権
の
改
憲
・

軍
事
同
盟
強
化
ノ
ー
！
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
各
地
で
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。 

東
京
・
有
楽
町
で
は
、
日
本
原
水

協
と
日
本
平
和
委
員
会
が
共
同
で
、

街
頭
宣
伝
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
高 

草
木
原
水
協
代
表
理
事
、
千
坂
日
平 

事
務
局
長
、
長
谷
部
沖
縄
の
会
協
同

代
表
が
ス
ピ
ー
チ
。
各
ス
ピ
ー
チ
の

要
旨
が
同
時
通
訳
で
発
信
さ
れ
、
今

回
の
行
動
の
司
会
の
デ
ー
ビ
ッ
ド
・

ス
ワ
ン
ソ
ン
さ
ん
（
戦
争
を
超
え
た

世
界
）
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
コ
ラ
ソ
ン

さ
ん
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
反
核
運

動
な
ど
か
ら
、
「
素
晴
ら
し
い
行
動

に
感
謝
」
と
の
コ
メ
ン
ト
が
寄
れ
ら

れ
た
そ
う
で
す
。 

今
日
か
ら
１８
日
間
の
熱
い
戦
い
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。 

参
院
選
の
最
中
で
す
が
、
岡
山
、

愛
知
、
長
崎
、
静
岡
、
静
岡
・
藤

枝
、
大
阪
・
西
淀
川(

左
写
真)

、
東

大
阪(

右
下
写
真)

、
栃
木
な
ど
で
も

取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。 

６
月
に
記
録
的
な
猛
暑
と
な
っ
て 

い
ま
す
が
、
体
調
等
に
配
慮
し
つ
つ 

           

          

音
の
出
る
行
動
を
組
ん
で
い
き
ま
し

ょ
う
。 

(

日
本
平
和
委
員
会
ニ
ュ
ー
ス
よ
り) 

   

日
本
平
和
委
員
会
は
、
７
月
８
日

に
起
き
た
安
倍
元
首
相
へ
の
銃
撃
事

件
に
対
し
、
こ
れ
に
抗
議
す
る
声
明

を
発
表
し
ま
し
た
。  

安
倍
元
首
相
に
対
す
る
凶
弾
事
件

に
満
身
の
怒
り
を
込
め
て
抗
議
す
る  

―
―

い
か
な
る
テ
ロ
も
自
由
・
民
主

主
義
と
相
容
れ
な
い―

―
  

２
０
２
２
年
７
月
８
日 

  
 
 
 
 

日
本
平
和
委
員
会  

本
日
、
１１
時
過
ぎ
、
奈
良
市
で
街

頭
演
説
中
の
安
倍
元
首
相
が
銃
撃
を

受
け
、
重
体
と
な
っ
て
い
る
と
伝
え

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
テ
ロ
行

為
は
、
い
か
な
る
理
由
に
よ
っ
て

も
、
絶
対
に
許
さ
れ
な
い
。
そ
れ
は

日
本
国
憲
法
に
保
障
さ
れ
た
自
由
と

民
主
主
義
を
根
本
か
ら
破
壊
す
る
も

の
で
あ
る
。
私
た
ち
は
、
参
議
院
選

挙
と
い
う
最
も
言
論
の
自
由
が
保
障

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
活
動
の
最

中
に
引
き
起
こ
さ
れ
た
こ
の
蛮
行

に
、
満
身
の
怒
り
を
込
め
て
抗
議
す

る
。  

私
た
ち
は
、
こ
の
よ
う
な
テ
ロ
行

為
が
二
度
と
く
り
か
え
さ
れ
ず
、
憲

法
に
保
障
さ
れ
た
自
由
と
民
主
主
義

を
守
り
抜
く
社
会
を
築
く
た
め
に
、

今
後
と
も
全
力
を
挙
げ
て
奮
闘
す
る

決
意
を
表
明
す
る
も
の
で
あ
る
。 

   

吹
田
平
和
委
員
会
は
６
月
１３
日

付
で
後
藤
圭
二
吹
田 

市
長
に
対
し

岸
田
宗
春
吹
田
平
和
委
員
会
会
長

名
で
次
の
よ
う
な
抗
議
・
要
請
文

を
送
付
し
ま
し
た
。
「
こ
の
度
、

自
衛
官
等
の
募
集
に
つ
い
て
吹
田

市
内
に
住
民 

登
録
し
て
い
る
令
和

４
年
度
に
１８
歳
と
２２
歳
に
な
る
人

に
つ
い
て
、
吹
田
市
が
名
簿
提
供

し
た
こ
と
に
抗
議
し
ま
す
。  

…

自
衛
官
募
集
事
務
に
関
す
る
名

簿
提
供
は
即
時
中
止
す
る
よ
う
要

請
い
た
し
ま
す
」  

ま
た
６
月
１７
日
に
は
緊
急
市
民

学
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

                

国
民
平
和
大
行
進 

全
国
大
会
仲
間
づ
く
り
表
彰 

自
衛
官
募
集
名
簿
提
供
に
抗
議

安
倍
元
首
相
銃
撃
に
抗
議

 

 

 

2297号(毎月 25日発行) 

２０２２年７月２５日(月) 

各
地
で
「
平
和
の
波
」行
動 

 

「中学生から知りたいウクライナのこと」 

小山哲・藤原辰史著（ミシマ社） 

「日本はすでにウクライナで起こっているこ

との当事者である、とういうことです。ロシア

への制裁に加わったことによって、ロシアか

らは非友好国と認定されました。今後小麦や

原油をはじめ生活必需品の価格もあがるでし

ょう。インターネットで世界と接続している

日本もサイバー攻撃から逃れられません…」 

 

 



  

毎
日
新
聞
６
月
２９
日
朝
刊
の
２０

面
の
「
ひ
と
人
」
欄
に
戦
争
体
験
の

絵
本
を
出
し
た
竹
中
三
子
さ
ん(

８３ 

歳
、
都
島
の
会
員)

に
関
す
る
記
事

が
大
き
く
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。 

「
語
り
部
減
少
に
焦
り
」
、
「
形
に

残
し
記
憶
伝
え
る
」
と
の
見
出
し
と

本
人
紹
介
と
共
に
、
次
の
よ
う
な
記

事
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

―

太
平
洋
戦
争
中
の
１
９
４
５
年
、

大
阪
の
街
を
襲
っ
た
大
阪
大
空
襲
の

記
憶
を
つ
づ
っ
た
絵
本
「
み
っ
ち
ゃ

ん
の
戦
争
」(

絵
・
お
か
ね
と
も
こ)

を
出
版
し
た
。 

絵
本
は
長
年
の
友

人
で
、
「
都
島
平
和
の
会
」
の
上
野

登
喜
子
会
長
に
提
案
さ
れ
、
２
年
前

に
原
稿
を
書
き
始
め
た
。
半
年
ほ
ど

で
書
き
上
げ
、
大
空
襲
で
母
親
と
都

島
工
業
高
校
の
地
下
室
に
逃
げ
込
ん

だ
こ
と
、
小
学
校
の
校
庭
に
爆
弾
の

衝
撃
で
で
き
た
「
ば
く
だ
ん
池
」
を

土
を
運
ん
で
埋
め
た
こ
と―

な
ど
を

盛
り
込
ん
だ
。
絵
本
の
印
刷
が
始
ま

り
、
数
日
が
経
過
し
た
今
年
２
月
２４

日 

ロ
シ
ア
軍
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
が
始
ま
っ
た
。
街
中
が
襲
撃 

さ
れ
る
映
像
を
目
の
当
た
り
に
し
て

言
葉
を
失
っ
た
。  

          

  

「
い
つ
で
も
被
害
に
遭
う
の
は
国
民

で
、
ど
こ
で
あ
っ
て
も
戦
争
は
絶
対

に
し
て
は
な
ら
な
い
。
あ
ん
な
戦
争

は
二
度
と
ご
め
ん
だ
。 

若
い
人
た

ち
は
す
こ
し
で
も
平
和
や
戦
争
の
こ

と
に
関
心
を
持
っ
て
ほ
し
い
」
と
力

を
こ
め
た
。  

戦
争
体
験
の
絵
本
を
出
し
た 

竹

中
三
子
さ
ん(

８３
歳)

＝
大
阪
市
都
島

区 

１
９
３
９
年
１
月
、
大
阪
市
北

区(

現
都
島
区)

善
源
寺
町
生
ま
れ
。

高
校
を
卒
業
後
、
医
療
機
器
や
製
本

会
社
に
勤
め
た
。
新
日
本
婦
人
の

会
、
都
島
平
和
の
会
会
員
。
趣
味
の

民
謡
は
約
３０
年
続
け
て
お
り
、
現
在

も
月
２
回
の
レ
ッ
ス
ン
を
欠
か
さ
な

い
。
７０
歳
を
超
え
て
か
ら
ウ
ク
レ
レ

も
始
め
た―

  

写
真(

左
上)
は
４
月
２２
日
「
み
っ

ち
ゃ
ん
の
戦
争
」
出
版
を
祝
う
会 

で
挨
拶
す
る
竹
中
さ
ん
。  

  

  ―

沖
縄
・
金
武
町
で
の
米
軍
か
ら
と

み
ら
れ
る
流
弾
事
件
に
断
固
抗
議
し
、

演
習
の
即
時
中
止
、
実
弾
射
撃
訓
練

場
の
撤
去
を
求
め
る―

 

２
０
２
２
年
７
月
８
日 

 

日
本
平
和
委
員
会 

 

７
月
７
日
午
後
、
沖
縄
県
金
武
町
伊

芸
区
の
民
家
の
窓
ガ
ラ
ス
が
割
れ
、
銃

弾
の
よ
う
な
も
の
が
発
見
さ
れ
、
付
近

の
米
軍
射
撃
訓
練
場
か
ら
の
流
弾
で
あ

る
疑
い
が
強
ま
っ
て
い
る
。 

 

現
場
は
伊
芸
公
民
館
近
く
の
住
宅
街

で
、
直
線
距
離
で
約
３
３
０
メ
ー
ト
ル

離
れ
た
と
こ
ろ
に
米
軍
キ
ャ
ン
プ
・
ハ

ン
セ
ン
が
あ
り
、
米
軍
か
ら
は
４
～
１０

日
の
深
夜
を
含
む
終
日
、
実
弾
射
撃
訓

練
を
す
る
と
の
連
絡
が
入
っ
て
い
た
。

地
元
自
治
会
へ
の
演
習
通
報
に
は
、
実

弾
射
撃
訓
練
場
「
レ
ン
ジ
」
が
１６
カ
所

示
さ
れ
て
い
た
が
、
米
軍
は
基
地
内
の

レ
ン
ジ
の
総
数
や
詳
し
い
位
置
を
明
ら

か
に
し
て
い
な
い
（
沖
縄
タ
イ
ム
ス
７

月
８
日
）
。 

伊
芸
区
で
は
、
１
９
５
６
年
か
ら
２

０
０
８
年
ま
で
に
４２
件
の
流
弾
事
件

が
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
（
琉
球
新
報
７

月
８
日
）
。
伊
芸
地
区
住
民
は
、
０４
年
、

実
弾
射
撃
訓
練
場
レ
ン
ジ
４
へ
の
都
市

型
戦
闘
訓
練
施
設
の
建
設
計
画
に
区
民

ぐ
る
み
の
抗
議
行
動
を
展
開
し
、
実
弾

射
撃
が
始
ま
っ
た
０５
年
に
は
施
設
撤

去
を
求
め
る
県
民
集
会
を
開
催
。
レ
ン

ジ
３
で
の
小
銃
用
の
射
撃
場
建
設
に
も
、

町
議
会
は
抗
議
決
議
を
採
択
し
、
完
成

後
お
８
年
に
は
町
が
即
時
撤
去
を
求
め

て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
地
元
住
民
は
、

か
ね
て
よ
り
同
基
地
で
の
実
弾
射
撃
訓

練
中
止
を
求
め
て
き
た
の
で
あ
る
。 

２
０
０
８
年
に
は
、
民
家
の
駐
車
場

の
車
か
ら
米
軍
の
銃
弾
が
発
見
さ
れ
、

そ
の
前
後
に
基
地
内
で
射
撃
訓
練
を
し

て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
し

か
し
、
県
警
の
基
地
内
立
ち
入
り
調
査

に
米
軍
の
同
意
が
得
ら
れ
た
の
は
約
１

年
後
で
、
訓
練
と
の
関
連
は
特
定
で
き

ず
、
容
疑
者
不
詳
の
ま
ま
事
件
を
地
検

に
送
り
、
捜
査
を
終
え
る
と
い
う
事
態

も
生
ま
れ
て
い
る
。 

か
か
る
事
態
を
踏
ま
え
、
私
た
ち
は
、

①
米
軍
基
地
内
へ
の
立
ち
入
り
調
査
も

含
め
、
政
府
は
事
件
の
真
相
究
明
を
徹

底
的
に
行
う
べ
き
で
あ
る
。
②
キ
ャ
ン

プ
・
ハ
ン
セ
ン
で
の
実
弾
射
撃
訓
練
を

た
だ
ち
に
中
止
し
、
伊
芸
地
区
周
辺
の

実
弾
射
撃
訓
練
施
設
を
全
面
的
に
撤
去

す
べ
き
で
あ
る
。
③
日
米
地
位
協
定
を

抜
本
的
に
改
定
し
、
国
内
法
を
原
則
と

し
て
米
軍
に
も
適
用
さ
せ
、
基
地
内
へ

の
自
治
体
職
員
な
ど
の
迅
速
な
立
ち
入

り
を
保
証
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
。 

以
上
の
点
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。 

   

７
月
１１
日
、
午
前
１０
時
半
頃
、
前

日
投
開
票
の
参
院
選
大
阪
選
挙
区
で

惜
し
く
も
議
席
奪
還
な
ら
な
か
っ
た

辰
巳
孝
太
郎
さ
ん
が
、
渡
部
結
さ
ん

と
一
緒
に
大
阪
平
和
委
員
会
事
務
所

に
挨
拶
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。 

大
阪
平
和
委
員
会
、
原
水
協
ら
の

役
員
が
辰
巳
さ
ん
の
労
を
ね
ぎ
ら
う 

と
と
も
に
、
今
後
の
奮
闘
を
誓
い
あ

い
ま
し
た
。 

          

  

ロ
シ
ア
軍
が
国
際
人
道
法
を
無
視

し
て
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
国
土
へ
の

軍
事
侵
攻
を
開
始
し
て
か
ら
４
カ

月
経
過
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
「
人
口

の
約
４
分
の
１
が
難
民
や
国
内
避

難
民
と
な
っ
て
い
る
状
況
」(

岩
波

「
世
界
」
臨
時
増
刊
１
１
７
頁) 

      

 

 

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

大
阪
平
和
委
員
会
は
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
へ
の
武
力
侵
攻
と
市
民
の
殺
戮
に

抗
議
し
即
時
中
止
を
求
め
る
た
め
、

６
月
１４
日
午
後
２
時
か
ら
２
時
３０

分
ま
で
豊
中
に
あ
る
在
大
阪
ロ
シ
ア

総
領
事
館
前
で
６
回
目
の
ス
タ
ン
デ

ィ
ン
グ
行
動
を
実
施
し
ま
し
た
。  

小
雨
の
中
で
し
た
が
１５
人
が
こ
の

行
動
に
参
加
し
ま
し
た
。 

次
の
ロ
シ
ア
総
領
事
館
前
で
の
抗

議
の
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
行
動
は
７
月

２８
日
午
前
１１
時
か
ら
３０
分
間
実
施

さ
れ
ま
す
。
「
朝
日
新
聞
」
の
記
者

か
ら
取
材
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。
多

数
の
ご
参
加
を
。 

 

             

 
 
 
 
 
 
 

辰
巳
孝
太
郎
さ
ん
挨
拶
に

【８月の行事案内】 

１日(月) NPT再検討会議（～26日）  

４日(木) 原水爆禁止世界大会・広島(～6日)  

６日(土) 平和の鐘つき 8：15 妙徳寺 

９日(火) ナガサキデー集会視聴会 

10：30～  たかつガーデン・たかつ西 

15日(月) 赤紙くばり 12：00 ナンバ高島屋前 

17日(水) 大阪安保常幹 10：00 民医連会議室 

19日(金)「19の日」宣伝 12：30 JR京橋駅前 

25日(木) 沖縄県知事選告示 

25日(木) 沖縄県知事選告示(９／11投開票) 

27日(土) 憲法会議総会 14：00～ グリーン会

館 

 

 

流
弾
事
件
に
抗
議

 

「
み
っ
ち
ゃ
ん
の
戦
争
」を
「
毎
日
」ひ
と
人
欄
が
大
き
く
紹
介

 

ロ
シ
ア
総
領
事
館
抗
議
案
内
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